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Summary 

The authoι measu recl raclioactivity in the various speωωof sea weecls collected 

at Hokbiclo ancl Honshyu c1istricts in 1959. 

The net count per 1 gr. of c1riecl materia1 was obtainecl by correcting the rel-

dioactivity of '01く beingnaturally contained in algal body 
Acιorclin日toth巴 presentc1ata， it was [ouncl that the majority o[ Lhc teslecl S8a 
weed只 conlainecl日mallamount or radioaclive elemenls besicles 40K. 
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東北地方産海藻雑記 (4)扮

) 11 /I!鳥 r~4
一山

S. KAWAS!--HMA: Notes on Some Marine Algae 

from th巴 Norlheast巴rnHonshu， Japan (4) 

Lornentaria lubrica (YENDO) YAMADA イ トタオヤギソク

Notes Some Jap. Alg. III (1932) jJ. 121; TAKAMATSU， Mar. Alg. Tsu-

garu Strait (1938a) jJ. 54， Pl. VII，日g.3; Id.， Mar. Alg. Sanriku Coast (193Sb) 

p. 127; Ic1.， Mar. Alg. Coast Japan S四 (1939)p. 67 ;今坊i. r紙嵐，能登地方海
部目録 (3)(1955) p. 71; Chylocladia lubrica YENDO， Novae algae Japoniae 

Decas I-III (1920) jJ. 6; YAMADA， Mar. Alg. Mutsu Bay II (1928) jJ. 518， fig. 

14 a， b 

ifJ也: 佐井，-，号衣月(ホロツキ)(背森県)

乙の海部は津軽海峡附近では 7月又は 8月の大潮時でも館出しない平坦

な岩盤やタイ ドプーノレで，直接岩の上や Sargassu111， Laurenciaなどの体上

lζ常lζ数個体が叢をなして着生しており，その大きさは 15-20cm位に達す

る。著者の観察では転石地:出;や傾斜が急、で波浪の烈しくあたる場所には生育

しないように思われる。木fuiの外観はこの地方の"木海沿岸の波浪の信号かな
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川~~~ : 東北地方ifHi保務雑記 (4) 101 

所で普通{こ見られる コスジブνツナギ

(Lomentaria hakodate附 is)の繊刻11で，

しかも大引な形態のものに似ているが

ζれよりも吏{ζ休が大きくて，あ'i'f'1 (ζ 

富み，校の途中lζ くびれがなく ，ノj、以

が!再来I生又は互生して長く ，多少内MI
にIDJIIIIして鈍頭lζ終る ζ とや，体の内

部はrr当l;であるが横II{骨組織がないなど
の点で異なっている九又，イイ4は叢生し

多数の校が互lζ錯綜しているが，一つ

の叢は大抵 5~6 株位から成っていて

コスジフ νツナギのように多数の似体

が団塊状[ζかたまってf円上に1J1うよう

に附治する乙とはない。色はわ:色で盛

i，iの候は多少槌色し淡京I色となるが{It

変するような ζ とはない。

小校を横断面で観るとその最外j将

の細胞は楕円形で粒状の色京体を含み

、.- 〆

Fig. 1. Lomentaria lubriι:a (YENDO) 

YAM. 佐ヂl'産 (1955年8月)xO.5 

処々に小和l胞を介在するが，大部分は内部の縦走する根様細胞の径よりも大

きい (Fig.rr， n 内部の綴様細胞は 2~3 肝しかなく ， 又縦断面で観るとそ

れ程長くはない (Fig.II， 2)，そして休の下部Kなるにしたがって表層細胞は

次第に大きくまばらになると共lζ介;fl:する小細胞も多くなり，一方根様細胞

も非常に太く短かくなって来るので乙れを表而から翻察すると，まばらな表

肝細胞の聞から内部の根様細胞が表面lζ露出している (Fig.II， 4)0腺細胞は

体の内腔に生じ，円形，楕円形で光沢ある黄色を呈するが，数はそれ税多く

はない。

本語を Chylocladialuoricaとして津軽海峡大間より報じた遠藤吉三郎

博士(1920)はその原記jl夜中に袈来の性質として 「安状にして小技!と無柄lζっ

く」と記し，又問分胞子裂については「末端小技に設列せる併をなし，1丹ーを

岡村 (1936) 日本海 .i~'5誌， p.684に「仙陥組総ヲ以テ隔テラレ」 とあるのは YAMADA

(I.c. 1932) p. 121の “lhereis 110 CI i日phragm" より見て「横断組織ヲ以テ隔テラレ

ズ」の誤植であろう 。なお同誌第二j仮 (1956)は乙のように改訂されている。
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102 ?災類 2宮8巻 2日3号 l昭和35年12月

4 s 6 
Fig. ll. Lo川円llar;a11l.b..ica (YENDO) YAM. {ι井百二

1小伎の横断i1iix 200， 2小紋の縦断百 x200，3体の下1協の縦断而 >C200，
4体の下部の表前1鋭)(ZOO， 5小枝の表Tfii観)(200， 6四分胞子燥をねする小
伎の償断百lの_.i1fix200 

布する小校の部分は紡錘状lζ1mれる」と述べている。 iif手守はj玄j傍F!?ゴー:の採集

された原標本を見ていないので乙の記椛は何月 K採集されたイ|母体によって古

かれたものか確かめる乙とは出来ないが， 少なくとも若者白身の採'集品(佐

ガ，1957年7月及び 1955年8月，母衣月 1956年7月)及び北大理学部陪茶

室所蔵の標本 (021821，024196， i長止し 19401，1"8月，日野 ;8030， EL i(iI崎，1927
年8月(フ)，Ji I悶)，いには~!l~を干J す るものは つもなく IJ叫分IJ包子泌をギjするも

のが少数見られるだけである。ミ存者の採'民Jii!，(こよればIJLf分IJ包子itiはこの属の

他の;r;nと同様lζ末端小枝のくぼみの，1-1にJtpをなして生じ三角fft状lこ分裂する

がその部分は遠藤 t~ì-土や山回数佼の示した記波及び凶のよう lとは膨れていな
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川嶋 東北地方陸海藻雑記 (4) 103 

い。 乙れらの乙とから判断すると 7 F]下句~8 月上句頃の個体は米だ未熟な

ものが多く ，生殖器官が充分に発達するのはおそらく秋lζ入ってからであろ

うと想像される。本種は津軽海峡を中心とするどくせまい地域にのみ分布す

るものと考えられていたが， 高位同士 (1938b，1939)は岩手，秋田，山形の

各県からも報 じ， 又今勿i博士及瀬嵐氏 (1955)は能登地方の海藻目録、lζ乙れ

を掲げている。 しかし著者は乙れらの標本を実際に検討していないので， ζ

の海g~の分布についてはととでは深〈触れない;:

Cρllitha1'l1nion calloρhyllulicola YAMADA キヌイトグナ

Notes Som巴 Mar.Alg， IV (1932) p， 271， Pls，V-VI b，自g，3 a-b; ;11端，

茨城県沿岸の海部類lζ就いて(植物及び動物，IIR和 14年)p， 1567 ;斎藤，

越後能生及び間近沿岸庄海諜目録 (1956)p. 105; SEGA WA and IcHIKI， List 

S巴aw巴巴dsVicinity Aizu Mar. Bio1. Stat. Kumamoto Univ. (1959) p， 110， 

j主i也: 松島湾(宮城県);大問弁天島 l青森県)

本穫は主として相模，伊豆地方等の表日本中部tζ分布する微小紅藻類で

Calloρhyllis crispata XはC.jaρ011tcaの体J二lζ着生するのが普通であるが

最近新潟県能生(首藤，1956)及び熊本県三角 (SEGAWAand IcHIKI， 1959) 

より報ぜられ又瀬戸内海塩飽島からも木種と考えられる海藻が報告されてい

る (HlROSE，Pre1. Rep. Mar. Alg， Shiaku 1s1.， 1957， p. 102)。

著者は 1954年6月16日，松島湾で採集した Calloρhylliscrispata (打

揚品)の体ーヒlζ雌雄及ひ、四分胞子の各生殖器官を生じた 20個体近くの本産

が着生しているのを発見した。従来，本種の太平洋沿岸!とおける分布の北限

として川端氏(昭和114年，1939)は次城県をあげており，東北水研黒木技官

も未だ松島湾内では砿認していないと云われる。本離の採築地は塩釜湾口lζ

近い場所で現在は東北電力の火力発電所が建設されたため埋立地となってし

まったが，充分注志して観察したならば恐らく他の場所からも発見出来るだ

ろうと考えられる。

山田教授の採集された本種の原標本lζよってその典型的な形態を調べて

みるとt能性体の小校はかなり密で規則的な叉状様羽状[ζ互生し撤房状を呈し

全体的に見た配列は非常にきれいに整った感じをあたえる。松島湾産の個体

i河村 (1936)日本rf任務誌 p.685 I仁木紐の主主士山として「英民間」をるげているが，分ギfi
上から考えて再検討の主主・があると考えられる。

ー一 つ民 一ー】 υ



104 部類 tf~8巻第3号 1173和35'+，12月

では雌:k:1tの体及び問分胞子体はそれぞれ小枝の分岐法や密度又は細胞の長さ

などに多少の特徴があり，雌性体では例外なく上花述べた様な典出的な形態

を示すが (Fig.1II， 1)， 対t性体では一般に小枝のl上l方が献であり分l肢の角度

も比較的大きい (Fig.1II， 5)0 これに較べ問分胞子休では小校の疎密は最も

一定せず， 1iリ合tζ変化が大きい (Fig.III， 3， 4)。 更に制胞の長さや太さも出t

F'ig. III. Callitha1nl1ion calloρh:yllidicola Y AM. mJi!;首z
1-2目雌性体の枝の一部 x75，3-4四分胞子を有する体の一部 x75，5縦性体

の一部 x75， 6鮒性生殖照宮を生じた小紋の一部 x200， 7 阿[~休のi!，~部
x75， 8. l~i1性休の伎の異常分岐 X75， 9.円分胞子体の主校，校の分l岐法及び
色素休と核を示す 〉く150
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川嶋 : 東北地方政海部紙記 (4) 105 

p，lr，の体では個体による変異は殆んどないがI!月分胞子体では ζれが割合烈し
いように観祭される。

著者は又，1955年8月と 1957イj:'-7月の二固にわたり青森県大問弁天烏の

西海岸の干潮線附近で{-:f節ナγゴ謀の間lζ混じて生育していた CalloPhyllis

sp_の体上lζ本腫らしい微小紅2菜類が着生しているのを発見した。 そして

1955年lζ採集したものは生殖器官は全くなかったが 1957年に採集したもの

は縦性体と問分胞子体が含まれていたので，乙れらを松島湾是正のものと比較

して精査したと ζ ろ雄性体では両者はいづれの点でも全く同じであると判断

され，又問分胞子体でもほぼ松山?な庄のものと閉じと言えるがただ細胞が長

目であ り体の中央部では太さの 2 .5~3 倍イ立になるものもある。更に詳しい相

異点をあげれば大問弁天島庄のもので は， (1)小校の先端はあまり細くなら

ない，(2)基部のj投機糸は長く 2mm以I::IC達するものがある，(3) P可分胞子裂

は46.5μx59μ 位であるのlζ対し， 松島湾庄では (1)(2)共前者と反対の傾向

があり (3)もまた 50μx65μ 位で多少大きいととがあげられる。 しかしとれ

ら二庄地から採集された標本!こ共通した性質をあげるならば校及び小枝は両

紙から出るが体の 1=1-1部や下部の校のrttcは相以なる平面上に生ずるものも柿

れには見られる (Fig.JII， 9)。 又，校の分岐点となる細胞が縦裂してそれか

らそれぞれに次位の枝を分かつもの (Fig.III， 2， 8)がしばしば観察される

(しかし乙れは一般に本属の他の;f!ffでも見られる呉常な分校法のようにも考

えられるL各細胞は一個の核を含むが下部では二個の ζ ともある。色素体は

i):して一定せず，*ITI粒状が普通であるが先端近くでは ζの*¥11松があたかもず

ラメ雪状になり，又それらが互に融合して側l院状になっているものも見られ

る。!娘細胞は問分胞子体のみに見られる。以上のように大問弁天島産のもの

は松島湾産のものと多少の柱154はあるが又共通点も多いので著者は今これら

をすべて同一種と考えている。今後大問弁天島より雌i主体が得られればーj曹

とれらの関係を明らかにすることが出来ようo

雌性生殖器官の発達経過について著者は松島湾庄の個体でその詳細を明

らかにするととが出来た。 まずイ本の主jv~h又は枝の*\8胞に 2~3 個連続して助

細胞の母細胞 (auxiliarymother cell)が生ずる (Fig.III， 1) (乙の母細胞は単

独に生ずる ζ ともあるが ζのようなものは少ない)又 ζれらは各細胞の両側

に対生的lζ生ずるのが普通であるが侍l乙は片側にのみ生ずるものもある

(Fig. III， 2)。 乙の両側の母細胞のうちのいづれか一方 (m，)が支持細胞の役

- 27ー



106 言語煩第8巻第3号 l昭和]35 1:1二12月

f=1 も ~ rt ねてこれからカノレポゴシ枝を生ずる。 カノレ ポ ゴシ校は 4 位|制胞から成

りその第 1細胞は必ず母細胞 (m，)の下部 lζ生じ，I順次反対側の母細胞 (m2)

の方lζ向ってジグずグ状lζ並びその節4細胞がカノレボゴシ (c)になっている

(Fig. IV， 1)。受精毛は非常に長くて基部が僅かに膨れている乙とが多い。 カ

ノレポゴジが受精すると受粘毛は速かに消失し，乙れからまずf1~ 1帯!ヨの辿給

*nllJ包 (co.)が反対側の母制l胞 (m，)の方{ζ向って分裂される。 又乙の時期に
なると二つの母細胞はそれぞれの上側に助細胞 (a"a2)を分裂する (Fig.IV，

2)。助細胞はそのほ細胞にくらべるとかなり大きい。 助*IU胞が完成されると

カノレポゴシ及びさきに乙れより分裂した第1辿絡細胞は各々吏に 1個ずつの

tf~ 2辿絡細胞 (co，)を互に反対側(外側)1と分裂して (Fig.IV， 3) (11寺lζはカノレ

ポゴシから分裂した第2辿給制l胞は更に第3のjili絡細胞 (C03)を分裂 し(Fig.

IV， 4))それぞれ左右の助*111胞 (a"a2)と辿絡する。 乙のH寺各助制胞はこれら

の辿給細胞の方 lζ向って多少突起状 lζ )jö~ 出 している乙とが多い (Fig. IV， 3 

t-， 

co， 
ca 

.， .， 

Fig. 1V. Caluthamnion callothyllidicola YAM目

1-6 混Jj匹形成の )lliíF~を示す。 x200

al， a2 助制111泡 ca カルポゴン COt， C02J CU3.第 1(2， 3)迎#0細胞
go.成胞糸 I11}， m2助細胞の問調11胞 t.受精毛， )誌を施した細胞
はカルポゴン伎であることを示す。

-28-
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川嶋. 東北地方臨海藻雑記 (4) 107 

のa1)，。 その後助細胞は第 1成胞糸を分裂し， これからl順次分裂した成胞糸

の各細胞は巣胞子となって説呆を形成する。説来は 4個イ立の小仁[ζ分かれ，

先端が多少尖った梨来状，又は不規則な球状を成している。

本研究にあたり終始懇113なる御指導を賜わった北大理学部植物学教室山

田幸男教授に謹んで感謝の志を表する。又採集について1iliU便宜をいただき且

つ御教示を賜わった東北区水産研究所県木宗尚技官[ζ厚く御礼申し上げる。

Summary 

The present paper deals with some descriptions of the following two species 

of mar旧 巴 Rhodophycea巴 frol11the northeastern HOl1shu， ]apan; 

Lomentaria lubn:ca (YENDO) YAMADA 
Hab.: Sai， Horotsuki (Aomori Pref.). 
This alga has a tenclency to grow 011 rocks or 011 th巴otheralgae， e.g.， Sargas 

SU1/1. al1d Laurenc叫 at rather calm shallow beach. Anatomically， the froncl is 

cylindrical， forming always a central cavity ancl there is no diaphragm throughout 

the whole length. At the branchlets as well branches the frond consists of on巴

layer of large colourecl su rface cells ancl 2-3 lay巴rsof rhizoidal cells insicl巴 (Fig.II 

1， 2， 5). Near th巴 baseof the frol1cl the surface cells are loosely arranged and the 
rhizoiclal cells ar巴 exposedto the surface (Fig. II 3， 4) 

Callithamnioll calloρhyllidicola YAMADA 
Hab.: Matsushima Bay (Miyagi Pref.); Oma-Bentenjima (Aomori Pref.) 

Th巴 branchinghabit of the present species varies characteristically from each 

other accorcling to their being female， mal巴 ort巴trasporic(Fig. III 1， 3， 4， 5). Th巴
development of the cystocarp was trac巴dby th巴 materialsfrom Matsushima Bay 

(Fig. IV 1-6). 
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